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日本統治時代台湾原住民教育史について
- 「蕃童教育所」を中心にして-

L_こII・蝣, 1、lこ

(兵庫教育大学)

日本統治時代台湾の山地原住民に対する教育は撫墾署・塀務署時代, 「蕃童教育所」時代の教育の大別される。撫墾署・塀

務署では署員によるテスト形式の教育が行われ, 「蕃童教育所」では山地駐在所巡査よる本格的な初等教育が行われた。教

育内容は日本語,尿業実習が中心であった。この教育所就学率と平地の漠族子弟のための公学校就学率と比較すると前者の

方が高く,山地において日本教育の浸透度が高かった。
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The Taiwanese Aborigine Education History of the Japan

Rule Age around the Aborigine Children Place
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Teaching to the mountains residence aborigine in Japan age Taiwan is divided roughly into each the

education in Fu Ken Shu, Bian Wu Shu age and the education in the aborigine children place age. An

experimental form is educated by the official in Fu Ken Shu and Bian Wu Shu, a real elemetary

education was done in the aborigine children place.

In the content of the education, Japanese and an agricultural practice were main.

The rate of education place entering school of the aborigine was higher than the rate of the elemetary

school entering school of a Han race.

The infiltration degree of the education of Japan was high in Taiwan mountains region.
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序言

日本統治時代の原住民教育に関しては国府種武氏,上

沼八郎氏,宇野利彦氏,弘谷多善夫氏,藤井志津枝氏な

どいくっかの研究がでており(1)原住民教育の概要があ

る程度明らかになっているが,その具体的内容について

は充分明らかになっていないと思われる。

原住民教育は『台湾教育沿革誌』(台湾教育会,昭和

14年く1939))によると大きく学務管轄下の「蕃童公学

校」,警察管轄下の「蕃童教育所」の二つに大別できる

が,本論では警察管轄下の原住民教育である「蕃童教育

所」について述べたい。

1撫墾署,群務署時代の原住民教育(明治29年～34年

く1896-1901))

この当時の教育について,明治30年(1897)4月の撫

墾署長会議に於いて「蕃人子弟」に関する諮問が行われ,

「蕃人の教育は智青を第二とし,徳育を第-とすべし」

と言われ,また「蕃人の子弟を撫墾署所在地に招裸する」

事は出来ないから署員を「蕃社」に派遣して一般撫育の

傍ら教育を行うこととされた(2)。

また,「蕃民撫育上ノ急務トシテ蕃社名,戸口,風俗,

習慣等調査報告ヲ各撫墾署こ求メ,蕃地事情並戸口表ヲ

調製セリ」という原住民の実態把握が中心でその傍ら教

育が行われた。また「蕃語通事-言語ノ通セサルヲ奇貨

トシ,彼我ヲ欺岡シテ私利ヲ貧ル。・・-撫墾署員中篤志

者ヲ選抜シ蕃語研究二従事セシメタル」(3)と言われるよ

うに,漢族の通謀を通じるのではなくできるだけ撫墾署

員が「蕃語」を解して撫育しようとしていた。

明治31年(1898)6月に撫墾署は廃止されると共にこの

教育制度は中断し,事務は塀務署第三課に移され,原住民

教育は署長適宜の措置によって行われることとなった(4)。

初期の撫墾署,桝務署における「蕃人」教育は一種の

テストであり,多くは撫育と啓蒙の篤めの簡単な作法や

国語を署員公務の余暇に授けていたのであった(5)
。

2「蕃童教育標準」制定前後の原住民教育(明治34年

11月-昭和2年12月く1901-27))

明治34年(1901)11月に耕務署の廃止と共に新設の警

察本署に「蕃務課」が設けられた。明治35年(1902),

「南蕃」各要地に警察官吏派出所が設置され,所員が執

務する傍ら,「蕃童」を招集し,国語並に礼法を教授し,

兼ねて医療施薬も行い,漸次彼等を馴化する方策が講じ

られた。こうして警察官吏の手による特殊教育の施設を

「蕃童教育所」と構することとなった。

明治41年(1908)3月13日には「蕃童教育標準」・

「蕃童教習(育)綱要」・「蕃童教育費額標準」が出さ

れ,「蕃務官吏駐在所二於テ-著大トノ親和意志ノ疏通

ヲ囲ル」こと,「先ヅ近易ナル起居動作稽儀ノ初歩,救

急警治ノ如キ耳目二入り易キモノヲ笠蹄トシ,形ヲ以テ

導ク」としている。そして教育は漸次「我ガ風俗習慣二

化熟セシムルヲ以テ目的トシ,学術ノ教習-暫ク急務卜

烏サゞルモノ」とされた。教習する科目は礼儀,倫理,

耕作種芸,手工,国語,計数法,習字,唱歌であったが,

手工,計数法,習字,唱歌は随意科とされた(6)
。
この昔時の教育の特徴の第一鮎は「蕃童」を日本の風

俗習慣に「化熟」することであり,例えば礼儀という科

目でそれを行ったのであるO礼儀という科目では「敬種,

坐,立,注目,鮎頭,謹醇,欠身」など起居動作の基本

的礼儀作法が教習されたのであった。(7)

日本的風俗習慣を教育することについては漠族よりも

原住民の方が容易であると考えられていたようで,濁水

漠を境にして南の「南蕃」と北の「北蕃」に分けると

「南蕃」は清代から漠族との接触があり,進化している

が,「北蕃」はそうではない。直接日本人化するには

「北蕃は寧ろ取扱い上甚だ有利」である。「蕃童教育の方

針は清國文明の影響を受けずして直接日本たらしむるに

有る」。また彼等は「本島人と異り廉恥心,尚武心が日

本の武士道に近きものあるを以て日本人としての教育を

施すには頗る趣味あり,又充分の効果ある可きを疑はず

」(8)と言われていた。「蕃童」の性質にはまた「服従」と

いう精神があり,これを利用すれば「忠君愛国」の思想

を植え付けることも不可能ではないと考えていた(9)。

第二点は学科とともに実科教育を行い,農業,機業等

を教えたことであった。

ただ,この教育所の実科教育に射して父兄からは「農

耕の手樽を鵠しめんとするもの」という評判もたったり

していたが,警察官が説得して何とか教育を持続してい

たようである。(10)

大正11年(1922)常時,「蕃童教育所」は甲種と乙種に分

かれ,甲種は修業年限を四簡年,乙種は三箇年であった(ll)。

この時期の就学率は本島人よりも原住民の方が既に高

かった。大正10年(1921)段階の原住民の公学校・教育

所合計の就学率は6.45%であるのに封し,本島人のそれ

は4.34%であり,「橡想外の事實」と言われていた(12)。

しかし,この時期は原住民の反抗が頻発しており,歴

代総督は「理蕃政策」という名目で反抗原住民を鎮圧し

ていた。

一定鎮静化した時期に皇太子(後の昭和天皇)の行啓,

秩父宮の御成りなど皇族が釆台し,「撫蕃」をおこなっ

た。皇太子は一千園を恩賜金として「撃業成績共優秀ナ

ル蕃童及蕃人中ノ功努及善行顧著ナル者」に施興し(13)

秩父宮は「蕃人蕃屋と呼びたくない」とか,「人として

蕃人に接せよ」Q4)と述べたりして,恩恵的な態度を原住
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民に示した。しかし,この恩恵的なやり方はあくまで原

住民に天皇の「民」 - 「國民」であるという意識を持た

せ,皇族に恩義を感じさせるためのものであった。 「蕃

人」をも天皇の民と位置づける政策は次の「新教育標準」

時代に實施されたが, 「蕃人」差別的呼称の変更はその

次の「理蕃大綱」時代の昭和10年(1935)の台湾博覧会

以降に待たなければならなかった。

3 「新教育標準」時代の原住民教育(昭和3年1月～

昭和6年12月く1928-31) )

昭和3年(1928) 1月に総務長官通達によって教育所

に於ける教育標準が制定され,従前の教育標準は廃止さ

itffl!

教育標準の内容は「国吉吾又-墓漕語ヲ常用セサル子弟

ヲ教育スル烏,警察官吏駐在所又-同派出所二教育所ヲ

置クコト」ができ, 「國民タル二必要ナル性格ヲ滴養シ

国語を習得セシメ,善良ナル風習二慣レシメ,兼ネテ生

活二必須ナル近易ノ知識技能ヲ授クルヲ以テ目的」とさ

れ,修業年限は4箇年とされた(15)。

この時期の注目点は「國語又-墓湾語ヲ常用セサル子

弟」教育すること。即ち,原住民に於いて内地人(日本

人),本島人(漢族)の両方の言葉を出来ない者に国語

教育することであった。この条項にわざわざ国語だけで

なく「墓漕語ヲ常用」しない子弟という断りを入れてあ

るのは,原住民と内地人の本島人の「國語」による言言吾

統一, 「國民」としての意識確立と三者の融和を計るも

のであってC16)従来の原住民を本島人と分離して教育す

る政策に愛更を加えたことであった。それは「蕃人授産」

で平地への移転,水田農業,牧畜を行い,内地人,本島

人との接触が開始したこととも関係している(17)。

その「国民意識」とは天皇を中心とした皇族崇拝であ

り, 「重曹神社例祭目ニ-職員及見童教育所二参集シ,

教育所長-墓漕神社二闘スル議告ヲ薦シ,一同北白川官

能久親王ヲ奉把セル神社二参拝又-遥拝ヲ烏スへシ」(18)

という規定によって律せられていた。

4 「理蕃大綱」時代(昭和6-20年(1931-45) )

昭和5年(1930) 10月28日の霧社事件は原住民教育に変

更を求めた。

昭和6年(1931) 4月に警務局の「理蕃費」 29蔦6千

円が今議会に追加予算として通過し, 10月27日には霧杜事

件一周年を迎へて「理蕃政策」の基調が立てられた。それ

によると第-に原住民の科学的研究を台北帝大に委嘱して,

学術的根拠の上に政策を補強する。第二に「蕃童教育」の

ために総督府「理蕃課」に視学官一名,各州に視学を置き,

産業開発ために技手からなる調査隊を「蕃地」に派遣し,
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調査とともに「蕃地」水田化の一層の進展が計られた.罪

三に従来思わしくない事象が多々あり,霧杜事件の原因の

一つとも言われる「蕃人」と接触する警察官について,そ

の人選・待遇の向上が計画された(19)。

11月7日には「理蕃政策」の大綱が決定され,「理蕃

の基調は蕃人の生活を向上し,その福祉を増進すること」

にあり,具体的方法としては「教育,殖産,警備」の三

項目で,これと並行して蕃地の開発が計られた(20)
。
第一の原住民の科撃的研究は昭和8年(1933)7月に

『蕃語義漕侍説集』及び『系統を主とせる高砂族の研究』

という二冊にまとめられ,台北帝大総長幣原坦がこれら

の研究成果をもって上京した(21)。科学的研究の成果もさ

ることながら,ここで高砂族という名称が確立したこと

は注目に値する。

第二の原住民教育については「蕃人の教化は彼等の弊

習を矯正し,善良なる習慣を養ひ,國民思想の商養に意

を致し,實科教養に重きを置き,且つ日常生活に即した

る簡軍な知識を授くるを以て主眼とすべし」(22)と言われ,

霧社事件のような反抗が起こらないように「善良なる習

慣」に変え,日本国民意識をもち,実科教養に重点を置

いて教育されることになった。そのためにまずは国語教

育の推進が計られ,各地で国語演習会,国語村,国語家

庭の建設が行われ,昭和9年(1934)8月には原住民の

国語解者が37.83%に達し,本島人ヤミ族に比し遥かに

高率を示していた。(23)

また,原住民の産業開発は「授産」と呼ばれる原住民

の平地への移住,山地開発が進められ(24)原住民が平地

や山地で他の原住民,本島人との混在化が進んだと考え

られる。言語を通じる手段として国語の普及が一層進ん

だ(25)。また,公学校・教育所卒業後の原住民に農業指導

を行うために各州に農業講習所が設置された(26)。

第三の警官の資質・待遇の改善については蕃童教育所

の先生に「警察官の適富な者を選んで教導に苦らせ」る

とともに「蕃情に即した教材資料を編纂」して全島の教

育所に配布された(27)。

昭和10年(1935)10月から開催された台湾博覧会は以

上の「理蕃大綱」の締めくくりを行う意味をもっていた。

第一にこの博覧会以降,「蕃族」「蕃人」という呼称は

少なくなり高砂族という名称や,各種族の名称を用いる

ことが一般的になった。

第二に昭和10年(1935)10月29日に警務局の主催によっ

て台北の警察会館において六種の高砂族の若人達が集まっ

て懇談会が開かれ,原住民の今後進むべき道についてお互

いに意見を述べ合ったことである。意見そのものについて

は総督府の政策である銃器の押収,国語の普及などが述べ

られただけであったが,六種族の代表が始めて一同に会し

て国語で語りあったことに意義があった。各種原住民の相

互理解と国民として自覚を高めることにあった(28)
。
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その後の昭和12年から20年(1937-45)は日中戦争,

第二次世界大戦と続く戦時下で皇民化政策が進められて

いき,原住民の中には「高砂義勇隊」として参加してい

く者も多かった。

緒言

「蕃童教育所」に見える原住民教育は撫墾署・舛務署

時代の教育, 「教育標準」に基づいて行われた時代, 「新

教育標準」の時代, 「理蕃大綱」の時代の四つに大別で

きる。各時代を通じて,原住民教育の共通点は実科と学

科の二本立て教育,日本的習慣に化育する,国語教育を

普及することであった。違い点は撫墾署・舞務署時代の

教育は「蕃童教育」の一種のテストであり, 「蕃童教育

標準」時代は原住民と本島人の分離教育, 「新教育標準」

時代は原住民・本島人・内地人を一体化した国民教育,

「理蕃大綱」時代はそれをさらに沓展させ,原住民待遇

を一定改善した教育であったと言えよう。

このような「蕃童教育所」の四段階の変化は「蕃童公

学校」の辿った過程である台湾教育令(大正8年

(1919)以後),新台湾教育令(大正11年(1922)以後),

皇民化政策(昭和12年(1937)以後)とは異なっていた。

これは「蕃童公学校」が学務の管轄下に行われた普通教

育であったのに封し, 「蕃童教育所」は一貫して警察の管

轄下で運営され, 「玉里蕃政策」に基づいた教育であったか

らである(29)。また, 「蕃童」数は明治38年から昭和2年

(1905-27)までは「蕃童公撃校」の児童数が「蕃童教育

所」のそれよりも多かったが,昭和3年以降16年

(1928-42)までの統計を見ると,逆に「蕃童教育所」児

童数が「蕃童公学校」児童数を上回った。即ち,昭和3

午(1928)以降原住民教育の重点が「蕃童公学校」より

「蕃童教育所」に移っていたことが30)理解できよう.
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